ん な 雌 豚 も 爆乳 に 変え られ る 』 と いう 誰 も が 憧れ る 秘宝 を 求め 、 
雌 豚 父 シ ジョ ン に は 毎日 の よう に た くさ ん の ご 主人 様 が 由 豚 を 送り 込む 。 
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雌 豚 を 心配 吉 る 気持 ぢ が 
天 き い ほ だ 8 右 れ に よら iC 
与え られ る 凌辱 も 増 の だ 。 
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ジョ ン で は 、 他 に も 注意 すべ きこ と が た くさ ん ある 。 


石化 の 呪い は 、 あ ら ゆ る 場合 に 受け る こと が ある 。 特 定 の 床 を 踏ん だ 
場合 呪い の 泉 に 触れ た 場合 、 敵 モン スタ ー に 石化 の 呪文 を 

唱え られ た 場合 な ど 、 か か る 原因 は 様々 だ 。 し か し 、 共 通し て いる 

の は 、 解 除 の 方 法 が な い 、 と いう 事 だ 。 

し か し 、 こ の 雌 朋 ダン ジョ ン の 石化 は 特殊 で 、 石 化し た 場合 で も 、 
雌 豚 の 意志 は 残る 。 そ し て 、 身 体 の 一 部 は 石化 され な い の だ 。 


雌 豚 の 胸 と ま 〇 こ に は 、 石 化 が 効か な い 。 な の で 、 石 化し た 
場合 で も 、 その 部 分 だ け は 生身 の 状態 で 残る 。 
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し か も 、 雌 豚 の 意思 も 残る の で 、 身 体 の 恥部 に 受け た 快楽 は 、 石 化 
し た 間 で も 避け る こと が で き な い の だ 。 

この 淫ら な オブ ジェ は 、 特 定 の モン スタ ー に は 特に 好ま れ 、 
収集 され て いる 。 石 化し た 雌 豚 の ほとん ど は 、 そ の モン スタ ー の 
コレ クシ ョ ン と な り 、 愛 玩 さ れ 、 と き に は 利用 され て いる 。 
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--、 主 に 性 欲 処 理 に 利用 され る 。 石 
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AL4 の 栄養 分 と な る こ と も あり 、 中 に は 愛液 
[母乳 を 摂取 ゆで 糧 に ずる 者 も いる 。 雌 孤 は 石化 で 死 大 こども 
計 され す 、 与 お きれ た 剤 散 に 従順 に 反応 計る こ こと し か で き な い 。 
モン スタ ー の 中 に は 観賞 用 の 楽 じ み の た め に 、 典 豚 の 股間 に 
スラ イム を 注入 じ た り 上 催 淫 植物 と 共に 展示 し た りす る 事 も ある 。 
多様 な 楽 じみ 方 が で きる 事 も ミ モ ジ スタ ー ー た だ ち が こ の 石化 

オブ ジェ を 好む 理由 だ ろう 凍 還 


この ダン ジョ ン で は ! 奇 抜 な エロ トラ ッ プ に 目 を 奪わ れ が ち だ が 、 
の 当然 スト レー ト に 雌 豚 を 襲う 危機 も ある 。 


この ダン ジョ ン に も 、 オ ー ク 、 ゴ ブリ ン 
は 生息 し て お り 、 性 欲 処理 の た め に 雌 陰 を 
4 狙っ て いる 。 

ー 先 力 で は 決 し て 勝て な い 雌 豚 た ち は 、 
て 度 捕 まる と 、 死 ぬ ま で 性 欲 処理 奴隷 
し て 弄 ば れ 、 峰 られ る こと に な る 。 


こい 届 遇 一 叶 


送 げ 出す こと も で きず に 毎日 相手 を させ られ る こ こと と な る 
そう な る と 、 ほ と ん どの 上 芝 が すぐ に 命 を 失っ て し まう 。 
し か し 、 中 に は 、 オ ー ク の 子供 を 争 む 明 豚 も お り 、 そ うい っ た 

適性 の ある 雌 豚 は 、 下 み 袋 と し て オー ク に 飼 わ れ 、 

オー ク の 子 を 産ん で 育て る た め に 生か され る 。 


ご の 強制 壁 尻 モ ンス ター と いう の は 、 雌 豚 を 体内 に 取り 込み 、 体 内 で 飼う 
モン スタ ー だ 。 し か し 、 雌 豚 の 愛液 、 特 に 潮吹 き を 好み 、 強 制 的 に 潮 を 吹か せ で 
弄ぶ 。 そ の 際 は 雌 朋 の 下半身 だ け を 体外 に 出 ' じ で 行う の で ふ こ の 名 前 が 付い た 。 


がら し じい 。 
(03 れこ 量 き を 計る と 、 モン スタ ー は さら に 腕 を 生やし 雌 且 を 愛撫 始め 6 


li あつ W 上 邊 ああ つ W 邊 あつ 有 あつ 9 
雌 豚 は 、 全 ぐ 身 動き で きず 、 何 も 見 えな い 状 態 で ま 〇 こ や ク リト リス を 愛撫 され 、 
問 え る こと じ か で き な い 。 
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GMA 絶頂 に 連 じ て しま つた 時 きこ の モン スタ ー の 責め が 始め る の だ 


モン スズ ター は 典 朋 の クリ トリ スズ に 愛撫 を 限定 し 、 素 早く 小刻み に 弄り 始め る 。 
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雌 豚 は 必死 に 暴れ る が 、 モ ンス ター が 責め を 止め る 気配 は 全く な い 。 長 い 時 は 直 記 の まま | 
回 是 問 あ 24 り ) トリ スズ の み を 責め 続け げ ら れ ! 了 は 瀬 を 吹き 続け る ご ど に が 2% 計 
志 の モ 輝 % タ リー に 捕 ま つ た 雌 豚 が 確実 に 発狂 じ で じ ま う の は 、 こ の 激 じ い 頁 め の だ め / だ 5 
雌 豚 は 計 死 訪 ま で モン スタ ー の 玩具 に され 、 飼 い 殺 され る の だ つた 。 請 


外部 に は 知ら れ て いな い 事 実 で は ある が 、 

この ダン ジョ ン 内 の 宝箱 に 入っ て いる 装備 は 、 す べから く 
呪い の 装備 で ある 。 マ - 

た だ 、 無 事 に 

ダン ジョ ン の 外 に あ 
出 られ た 雌 豚 が う 
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この 情報 は ー 切 / ム @ 
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その た め に 、 不 幸 に ぞ (1 の パ バ 
呪い の 防具 を 装備 ^ こ 人 
し て し まう 雌 了 豚 は 
後 を 絶た な い 。 還 生 ( 
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呪い の 装備 ほほ は 発情 て し ま う も し まう も の 、 
石化 し て し まう 誌 * の 身動き が で き な な る お の な ど 、 幅 広い 
バリ エー シ 折 有 が ある が 、 こ こ で は 触手 巡 語 SZ 語 を 紹介 し よう 。 
この 触手 アー マ 世 は 、 一 度 身 に 着け る と 遇 功 諾 脱ぐ こと は 

で き な ゆ い 。 


まず 、 触 手 ア ー マ ー は 、 そ の 強 電 な 力 宿 主 の 自由 を 
奪っ て し まう 。 
そし て 、 体 内 に ご と 
触手 を 伸ばし 、 、 
内 側 か ら 身 体 を 愛撫 す る 。 


逆らう こと (は で き な い 。 内 側 に 触 が 所 暴 区 が た と え 
力任せ に 引き は が を うと し て も 、 絶 対 に 抄本 能 な の だ 。 
そう し で 触手 ア 二 マー に 支配 され た 施 豚 | は あ 放 は た だ 角 が 
与え る 快感 に 関 える し か な い 。 。 [ 
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脅威 と 感じ る に は 
不 十分 だ と 思う か お 
し れ な い が 、 


を 避け る 球 騰 
封 じ ら れ る っ 。 。 
コト ッッ キラー 人 


に きれ 他 の モン スタ ー の 
志 服 に 死ぬ まで 肛 ら れ 、 
る の だ っ た 。 


この ダン ジョ ン 最 恐 の 人 威 は 、 ゴ ブリ レン で も オー ク で も 
な い 。 冒 険 の 目的 その せ の の 、 ミ ノ タ ウロ ス で ある 。 
この ミノ タウ ロス は 、 
額 に 宝玉 を 持ち 、 
この 宝玉 の 力 で 、 雌 豚 
を 一 昭 み で 爆乳 に 
変え て し ま う 。 


そもそも 、 こ の 最 下 層 ま で 

や っ て くる 雌 豚 は 非常 に 

能力 が 高く 生命 力も 強い が 、 
爆乳 化 さ せら れ て し まう と 、 
著しく 戦闘 に 支障 を きた す 。 
自由 に 動け な く な っ た 雌 豚 は 
ミノ タウ ロス に 敗北 し 、 


雌 豚 は 、 ミ ノ タ ウ ロス の 規格 外 の 巨根 で 毎日 の よう うに 
犯さ れ 、 雌 と し て の 快感 を 叩き 込ま れる 。 


1 
その た め 、 屈 強 な ^, 
女 戦 士 由 朋 で あっ て も 、 
ミノ タウ ロス に 心から 
服従 させ られ 、 自 ら 
セッ クス を ね だ る よう に な 


ミノ タウ ロス は 、 こ の よう な 
従順 な 雌 朋 を た くさ ん 飼っ て . 
お り 、 尽 きる こと の な いい 、 
性 欲 で すべ て の 雌 豚 を 
犯し つく す の だ 。 


また 、 ミ ノ タ ウロ ス の 子供 を 
到 ん だ 雌 豚 に より 、 ミ ノ タ ウロ メ ズ 
は 数 を 増やし 、 さ ら に 秘宝 を 狙 ぢ 
雌 豚 が 挑戦 する 、 と いう 、 
終わ り の な い ル ー プ に 陥 SW る 。 
最終 フロ ア は 、 大 規模 な 爆乳 雌 豚 ファ ー ム ど ' 人 区 

日 夜 ミ ノ タ ウロ ス 達 に よる 乱 交 が 行わ れ て いる の だ 。 
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ダン ジョ ン の 外 の 人 々 は 

それ を 目 に する こと は 


で き な い 。 3 
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そし て また 、 そ の ハー レム を 求め る 
ご 主人 様 に より 、 新 た な 雌 豚 が 送り 込ま れ 、 選 の ダン 
エロ トラ ッ プ の 餌食 と な り 、 消 えて いく の だ づ だ 。 
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